
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
日口鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2015 年 2 月号（vol.11） 

◆鎔断屋さんの業務を引き継ぐことになりました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。日口鋼管代表の樋口です。ひぐちん通信

第１１号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、懇意にしている鋼材屋さんからのご紹介で、この度、とある鎔断屋さんの 

業務を引き継がせていただくことになりました。その鎔断屋さんは、社長と現場の 

従業員のお二人でされている会社でした。社長は６７歳。昨年、その鎔断屋さんの

社長が鋼材屋さんに「面倒を見てくれないか？」と、声を掛けたのをきっかけに、  

そこから私の所にご紹介が来て、直接お話もさせていただき、日口鋼管として面倒

を見させていただくことになりました。 

これまで、日口鋼管として加工屋さん４社と合流をさせていただいてきた経緯が

ありますが、最近は、業界を問わず多くの中小零細企業で、跡継ぎがいない、息子

さんがいても跡を継がない、廃業をするにも従業員の生活もあるし、どうしよう・・・ 

というお悩みを持たれている社長が、本当に多くなってきたことを感じています。 

そして、会社をたたむか、それとも、どこかの会社に引き継いでもらうかとなった 

ときに、やはり従業員さん、それから従業員さんのご家族の生活がありますし、若い

子はいいにしても、４０歳、５０歳にもなると、次の就職先がすぐに決まるかどうかは

わかりません。また、これまで長きにわたって培われたせっかくの技術がもったいな

いとも思います。なので、「お世話しましょう」といって受け皿になる会社がいくつもあ

ることが望ましいと、私は思うのです。 

今回、私たちは初めて鎔断屋さんと合流をさせていただきました。これは、私たち

にとってひとつのチャレンジです。鎔断業界のことは何ひとつ知りませんでしたが、

従業員さんも引き継ぎますので、彼の技術を活かして活気ある鎔断部門にしていか       

ないとと思っています。そして、近いうちに「チャレンジしてよかっ

た！」と思える結果が出るように頑張っていきます。■追伸：跡継ぎ

がいなくて、今後、どうしようかと考えておられる鉄鋼流通の会社さ

んがありましたら、ぜひご相談、ご紹介いただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに）         

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：ゴルフ・映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆そこか情報◆ 

（そ‐即納・こ‐小口対応・か‐加工）当社の改善の取り組みをご紹介します。 

①ＳＵＳ仕入先

の専用発注伝

票の入力を、手

書きからコンピ

ュータ入力に切

り替えます。 

②八尾の鎔断屋さん

が弊社に合流しまし

た。異型･厚板･精密

ガス切断承りますの

で、お引合い方よろし

くお願いします。 

③残材置き場に

整理用ラックを設

置しました。 

 

  

◆発行者コラム◆ 

今回もまた最後までお読みいただき、どうも有り難うございました。ひぐちん通信

第１１号はいかがでしたでしょうか？さて、前々回、私は朝に小型の携帯ラジオで 

ＮＨＫの英会話を聞いていますと書かせていただきました。実はその携帯ラジオを 

娘にあげてしまい、新たに自分用のラジオを買いにジョーシン電気に行きました。 

そして、ラジオを選んでいるときにふと思いました。もしかして、ｉＰｈｏｎｅのアプリに 

ラジオを聞けるものがあるのでは？と。そして実際に“らじる☆らじる”という無料の 

アプリを発見！今では、ｉＰｈｏｎｅでＮＨＫのラジオ英会話を聞いています（笑）。樋口 

④どんな長さ（長い短い）

でも穴をあけられるよう、

左そでに可動式の受け

を取り付けました。 


